
令和６年度 第３回 佐久間中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１  開 催 日 時 令和６年１０月２４日（木）  １４時３０分から１６時３０分まで 

２  開 催 場 所  佐久間中学校 会議室 

３  出 席 委 員  髙氏 秀佳、平賀むつみ、古尾 春子、奥山 和子、向坂 美保、 

山本 巌、塩澤 充彦 

４  欠 席 委 員  鈴木 千穂、笹野 訓子 

５  オブザーバー 長谷川陽子（佐久間図書館） 

６  学    校 西田 亮（校長）、鈴木 政晴（教頭）、髙原 英樹（教務） 

７  傍  聴  者 ０人 

８  教 育 委 員 会 井島 健蔵（指導主事） 

９  会議録作成者 ＣＳディレクター 新間千代子 

10 会議記録 

司会の教頭から、委員総数９名のうち７名の出席があり、会議が成立している旨の報

告があった。また、会長が議長として議事を進行してもらう旨の発言があり、全員異議な

くこれを承認した。 

熟議 

（１）  ９月のＣＳ活動について報告（教頭） 

○運動場クリーンアップ作戦（９月１９日） 

体育祭に向けた環境整備活動として、回覧板にてボランティアを募集した。ボランティ

ア４名を含む１１名で、草刈りと草取りを行った。生徒たちが整えられた環境の中で体育

祭を開催することができたことに感謝したい。 

○家庭科ボランティアティーチャー（調理実習３回、ミシン実習６回） 

支援コーディネーターに、保護者と地域から家庭科の実習時にボランティア集めをして

いただき授業をサポートしてもらっている。支援コーディネーターを含め、毎回３～５名の

ボランティアが来校し、大変助かり、内容も充実している。 

○資源回収（１１月１７日）に向けた準備 

今年から、自治会長との事前連絡や回収場所の確認等の準備を支援コーディネータ

ーにお願いしている。日中に調整できるようになり、学校の負担が大幅に軽減された。 

○ＳＴ終日探究活動（総合的な学習：９月１２日） 

４月から地域にまつわる個人テーマを決め､探究活動を行っている。昨年度の熟議で

「終日探究活動の日を設定しても移動に時間がかかるため活動の時間が確保しにくく

『自立した学び』を深めにくい」との反省から、今年度はCS加算６万円を充てタクシー２台

を借り上げることにした。タクシーを利用したことにより移動時間が昨年よりはるかに短縮

され多くの場所を効率よく巡回することができるようになった。濃密で有意義な探究活動

を行うことができた。 



〇ＣＳ活動から見る中高一貫校による生徒の変化（各委員より） 

� 統合当初、中、高校生が混ざって大丈夫だろうか､といった懸念の声が聞かれたが、

互いに助け合い溶け込んでいるように思った。（髙氏会長） 

� 高校生が優しくなっているように感じるのは中学生と同じ校舎で生活していることも

関係しているかもしれない。互いによい影響を感じる。（古尾委員） 

� 生徒は大人が思っているのとは違った成長をみせる意外さと驚きとを感じずにはい

られない。（平賀委員） 

� 中学の体育祭のブログを拝見した。生徒と先生の熱意が伝わってくる。（向坂委員） 

� 小学生の運動会に中高生や外部からの高校生の参加があった。佐久間出身でない

高校生もいて最初は心配していたが､地元の子達に支えられてか溶け込んでいる気

がする。（塩澤委員） 

� 地域のイベントの練習をするにも和気あいあいと自然に混ざっているので大変安心

した。（平賀委員） 

� 小規模校なので一人外れるわけにはいかないといった環境が影響しているのでしょ

うか。佐久間という地域性もよいのかもしれない。（向坂委員） 

 

（２） 休日の部活動地域移行について 

○浜松市の方針、佐久間中学校の方向性（案）の説明（校長） 

� 令和７年度試行、令和８年９月より移行予定 

� 現行の陸上競技部、ソフトテニス部、弓道部について、休日の運営団体の立ち上げ

と指導者の発掘が当面の課題。１つの案として、運営団体の代表を学校運営協議

会の委員が担うという考えはどうか。 

� 今後、指導者の発掘と共に、運営団体のあり方について継続して話し合い、意見や

アイディアを出してもらいたい。 

 

（委員・オブザーバーより） 

� 生徒が継続的にスポーツや芸術を続けられるためにはどう進めたら良いか持続可

能なしくみが大切だと思う。（長谷川オブザーバ－） 

� 平日指導の教員と休日指導者との指導内容の違いに生徒が戸惑うのではないか。

（向坂委員） 

� 大会へ出る場合は、クラブチームとしての参加も検討していくのか。（塩澤委員） 

� 大会運営や審判等も教員が土日に行っているので、その点も含めて今後の動向を

見ていきたい。（校長） 

� 休日の部活動地域移行のあり方について今後も継続的に協議しなければならな

い。（古尾委員） 

� 結論は出ないため今後も協議会において話し合いを進めていきたい。（髙氏会長） 



11 浜松市教育委員会教育総務課から 

 休日の部活動地域移行については教育委員会にとどまらず、文化振興課、スポーツ

振興課、社会体育課など多岐にわたって関連しているため調整が複雑な作業になるだ

ろう。また、コンプライアンス面でも教室使用の制限や楽器等の保険、場所の確保、子供

への支援、指導者への支援等あわせて今後検討を継続する。今年度中に次の方針が

示されると思うので、地域の実情に合った地域移行を進めてもらいたい。 

 

12 連絡 

（１） 次回会議の予定の確認（教頭） 

 次回は、令和７年２月１４日（金）午後２時から、授業参観に引き続いて佐久間中学

校会議室で開催する。 

（２） 評価アンケートについて（教頭） 

 協議会評価､学校評価の２種類を近日中に郵送する。回答をお願いしたい。 

（３） 来年度の意向調査書について（髙氏会長） 

 次年度協議会が２期３年目に入る。全員の一斉入替を避けるため、今年度から入

替をしていきたい。継続、辞退、一任の意向調査書を返送いただきたい。 


